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　 ア ジ ァ の 各民 族iは 、漢蔵 （Sino−Tibetan ）、ア ユ タ ヤ 、印 欧、 ド ラ ヴ ィ ダ、南 ア ジ ァ 、

（太平洋）南諸島等 の 系統 の 言語 を使用 して い る 。 漢 チ ペ
ッ F 語系統 の 言語 は、生 に 中国、

タ イ、 ラ オ ス 、 ミ ャ ン マ
ー、 ヒ マ ラ ヤ 山地 ［ヌ：に 分布 して い る。ア ユ タ ヤ 語系統 と印欧語系統

の 吾話が ．主に 分布する の は 、中国北方 、北 ア ジ ァ、中央 ア ジ ア お よび 西 ア ジ ァ で あ る。南 ア

ジ ア 語系統 は ：｝三に 東南 ア ジ ア 、 ド ラ ヴ で ダ語系統 は 主 に イ ン ド繭部 と ス リ ラ ン カ、パ キ ス タ

ン に 分 布す る．

　 中国人 の 言語 に お い て 、漢蔵 （漢
．・

チ ベ
ッ 1・　 ／Sino−Tibetan）言吾系統 の 属す る もの は 五

十 種類以 上 、ア ユ タ ヤ 語系統 に 属す る も の は
．
t十種類あ る 。 南島語系統 に 属す る の は 15種

類 （また は 15 以一L）、1暫ア ジ ア 語 系統は 五 種類 （ま た は そ れ 以 上 ）で あ る 。印欧語 に 属す る

の は ダ ジ ク 語 と ロ シ ァ 語 の み で あ り、そ の 他 に 朝鮮語が あ る 。

　 それ で は 中鬮 に お け る様 々 な 言語を 民族 ・地域分イIJの 面 か ら考察 して い く 。

　 Cl） 漢語

　 漢語 は 、漢、満州、 ウ イ グ ル 、笛 （シ ェー：諸民 族 の 使用 す る 言語で あ り、ま た 、中国 の

異 な る 民 族 の 族際語 で あ る 。中国 国境内 で 漢語を使用す る の は 97726 万 人、そ の 内 の 3600

万 は非漢民族 と さ れ る （1982年）。 そ の 他 に 、18eo万 人以一．Lzが 漢語 を第  言語 と して い る 。

中国 国境外 で も、2217万人あ ま り が漢語 を使用する （1987 ｛の。漢語 は北京語 の 発 醇を標準

とし、標準語 は北 方方 言 を某礎方冨 とす る。漢語 に は 7 大 方言 が あ り、北 方方言
・
呉方需

・

湘方 霽 ・鞴 （カ ン ）方言 ・客家方言
・粤 （エ ツ）方言

・闘 （ビ ン ）方言 とい うu

　 北方方言は 主 に 長江 以北地区
・長江 南岸九江 以東、鎮江以西 の 長江 沿岸地帯 ・湖北 ・四

川 ・雲 南 ・貴州 ・広 西繭北 ・湖 南南 晦 に 分布 し、7．203 億人 が 使用 す る （1984 年 ）。
こ の 他 、

台湾 で 228万 人 が 使用す る （1979 年）。

　呉 方 註i
．
は江蘇南部 と浙江 に 分布 し、7711 万人 が 使用す る （1984年）。

　湘方 謙 ま湖南 と広西北部 に 分布 し、3601万人 が 使 用す る （1984年 ）n

　鞭方 謡 ま江南 に 分 tlJし、2058 万人 が 使用 す る （1984 年）。

　客家方言 は、広 朿 ・福建 ・江 西 ・台湾 ・広西 ・湖南 ・四 川 等に 分布す る 。 大陸 で は あ わ せ

　 て 2572 ：」）
’
人 （1984 年 ） が 使 用 し、台湾 で は 200万入 が 使用 して い る （1984 ｛ト）。こ の 他

　 に マ レ ー一シ ア 〔98 万人 使用）・
イ ン ド ネ シ ァ （64万 入使用 、1982年）・シ ン ガ ポ ・一ル （6．9

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 198
　万 人、1980年）

・
タ イ　（5．9 万 人 f吏用、1984年）・フ ラ ン ス 領ポ リ ネ シ ァ 〔2 万 人使用 1987

．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （15）
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　年）・ス リナ ム （6000 人使用 ）・パ ナ マ （6000 人使用 、1981年）、ブ ル ネ イ （3000入使用 、

　 1979年）な どに 分布す る。

　粤方 話
．
は主 に 広東 と広 西 に 分 布 し、中国大 陸は あわ せ て 4630 万入が （1984年）、香港 で

は 529万 人 が 使 用 す る 。
こ の 他 に ま だ マ レ ー シ ア （74．8 万人使用）・ベ ト ナ ム （50 万 人 使

用）・
マ カ オ 〔50 万 人使 用）・

シ ン ガ ポ ー
ル （31．4 万 人使 用）・イ ン ドネ シ ア （18 万人使

用）・ア メ リ カ （18万 人 使用）・タ イ （2．9万人使用）・ニ
ュ
ージ ーラ ン ド （2万 人使用）・

フ

ィ リ ピ ン （6000人使用）・プ ＝ ル ト リ コ （4500 人使用）・ブ ル ネ イ （4500 人 使用）・カ ナ ダ

（数十万人 使用）・
ナ ウ ル （680人使用 ） に 分 布す る

。

　閾方言は、そ の 系統内 も比較的複雑で 、閾南語 と閠北語は 互 い に 通 じず、南北 そ れ ぞ れ の

方 言は 十着語 と して もそ の 差異は 大 きい 。閾南語 は 主 に 福建南部 に 分布 し、こ の 他 に 台湾 ・

広東 ・海南 ・浙江
・
江西 に も分布す る。中国大 陸で は 2575万人 が （1984年）、香港 で は 54

万人 が 使用 し、 台湾で も 1417万人が 使用す る （1986年）。 閾北語は 主 に 福建北部 に 分布 し、

1029万人が 使用す る （1984年）。
こ の 他、閨南語は マ レ ーシ ア （195万入 使用）・シ ン ガ ポ

ール （ll7万 人 使用）・タ イ （108万 入使 用）・イ ン ド ネ シ ァ （70万 入使用）・フ ィ リ ピ ン

（49 万 人使用 ）・ブ ル ネ イ　（1万 人使用） に も分布す る 。

　漢語は 漢 チ ベ
ッ ト語系 の 言語 で あ る 。

“
漢入

”
とい う呼び 方は 、本来漢代、匈奴人 が 中原

に 住 む民 に 対 して 呼ん だ もの で あ り、以 来漢民族 の 自称 とな っ た 。 漢族 の 祖は、夏 ・商 の 時

代 に は既に 、黄河中下流域 に居住 して お り、商代 の 金文 と甲骨文字は現在知 られ る最 も早 い

漢字で あ る 。

　（2 ） チ ベ
ッ ト語 と嘉絨 （jiarong）語

　 チ ベ
ッ ト語 は 、漢蔵語 系蔵緬 （Tibeto−Burman ）語族 チ ベ

ッ ト語支 （或 い は チ ベ
ッ トー

シ マ ラ ヤ 語 支）に 属 し、有康 ・安多 ・衛蔵 の 三 種類 の 方言 が あ る。チ ベ
ッ ト語 は 主 に チ ベ

ッ

ト ・四 川 ・青海 ・甘粛 ・雲南 に 分布 し、387 万人 が 使用 して い る （1982年）。
こ の 他 に イ ン

ド （10万入使用、1986年）・ブ ー
タ ン （3000人 使用 、1973年） に も分布す る 。 チ ベ

ッ ト族

の ほ か に は 、
モ ン ゴ ル 族 ・土 （ト ウ）族 ・ウ イ グ ル 族 の 中で も、一部 の 人間 は チ ベ

ッ ト語 を

第一言語 として い る 。 大多数 の チ ベ
ッ ト族 の 人は チ ペ

ッ ト語 を母語 とし、一
部 の チ ベ

ッ ト人

が 漢語 ・嘉絨語 ・羌 （チ ャ ン ）語 ・普米 （ブ シ）語 ・爾蘇 （ersu ）語 ・納木義 （namuyi ）

語 ・木雅 （muya ）語 ・史興 （shixing ）語 ・扎 巴 （zhaba ）語 ・却 隅 （queyu ）語 ・貴諒

（guiqun ）語 を使用する 。 紀元 7 世紀 の 時代、チ ベ
ッ ト人は サ ン ス ク リ ッ ト語 を参照 して 自

分 の 表音文字 を創 出 ・制定 し た 。

　嘉絨語 は、蔵緬語族チ ベ
ッ ト語支に属 し、主 に 四 川に 分布する。東部 ・北部 ・

西部 の 三 種

類 の 方 言が あ り、約 10 万入が使用す る （1990年）。

　　　 （3 ） 門 巴 （メ ン バ ）語

　　　 門巴 （メ ン バ ）族 が 使用 す る ≒語 で あ る。門 巴族 は チ ベ
ッ ト東 南部 の 墨 脱県 ・錯 那県 ・林

　　 芝 県及 び 門這旺地 区 に 分布す る。門巴語 に は 2種類あ る 。 倉洛 （cangluo ）門 巴語 と墨脱門

　　　巴語で 、どち ら も蔵緬語族 チ ペ
ッ ト語 支 に 属 す る 言語 で あ る。 こ の 2種類 の 言葉は通 じな い 。

197
　　 門 巴人 の うち約 82％ が 倉洛門巴 語 を使用 し、18％ が 墨 脱門巴語 を使用 す る （1982 年）。

そ

（16）
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耐 丶霙 1寸1 ・

の 他 に イ ン ドで 2400人 が 門 巴語 を使用 す る （1982年〉。 一
部 の 門巴人 は チ ベ

ッ ｝語或 い は

漢語 に も通 じ て い る 。

　（41 　羌 （チ ャ ン ）語

　 羌語 は、漢 チ ベ
ッ ト語系蔵緬語族羌語支 に 属 し、爾北 二 種 の 方言が あ る。北部方 言の 単語

に は 重音が あ り、 音節声調は な い 。南 Sl，方胃 に は音節声調が あ り、単語 の 重音は な い o ふ た

つ の 基本語彙 は相似 して い る が 、語 法 に は
一

定 の 差 が あ   羌族 は主 に 四 ！ll阿噺 チ ベ
ッ ト

族 ・羌族 自治州 に 分布 し、人 i
”
」は 約 19．8 万人で あ る （1990年）。 羌譜 を 使用す る 者が 62％

を 占め 、そ の 他は既 に 漢語 を用 い る よ うに な って い る 。約 4 万 の チ ベ
ソ ト人 が 羌語 を第一”

−rmlii

語 と す る
。 芫族 の 祖は お そ ら く春秋戦国時代 に 廿粛 ・青海地区 か ら岷江 L流 まで 移 ・

： て きた

と思 わ れ ろ 。

　（5）　普 米 （ブ ミ ）語

　普米語 ほ、蔵緬語族羌語支 に 属 し、南北 二 種 の 方言に 分け られ る、」：二に 雲南 と四 川 の 　一部

の 地 域 に 分 布す る 。普米 族は 約 3 万 入 で あ り 〔1990年 ）、そ の 内 71％ が 普 米語 を使 用 ず る

（1982年）、，
二 の 他 に 漢語 ・白 （ペ ー）語 ・納西 （ナ シ ）語 ・彝 （．イ）諮 も使用 さ れ る 。 歴

史的 に は 、か つ て は チ ベ ッ ト語 を 用い て 普米語 を音写 し、そ れ は 多く宗教経．文の 中 ：ご用、
・ら

れ た 。チ ベ
ッ 1・族 中2．6 万人 が 普米語 を話す。

　（6 ）　景頗 （チ ン ポ …）語 と載瓦 （zaiWa ）語

　景頗詔 と載瓦語 は 景頗族 の 言語 で あ る 。

　 景頗語 は、蔵緬語族景頗語支に 風 し、2，4 力人 が 使用す る （1982年）。 元来 19 世紀末 に 創

出 ・制定 され た ア ノレ フ ァ
ベ

ッ トで あ り、解 放後に 改善 され た。中国 国境外 の 景頗語 は 克欽語

（KachiD ） と呼は れ 、 ミ ャ ン マ
ー

で 53 万 八が 使用 し （1983 年）、イ ン ドで 7200人 が 使弔す

る 〔1983 ｛「⇒ 。

　載瓦語は蔵緬語 族緬語 支に 属 し、載瓦
・勒期 〔leqi〕・浪 1戰 （］ange ）・

波 拉 （bo玉a ）の ドq

種類 の 方 言 （異な っ た ttj語 として 扱 われ る こ ともあ る）が あ り、7 万人 が 使 用 する 。

　（7 ）　独竜 （ト
ール ン ）語

　独 竜語 は 、蔵緬語族景頗語支 に 圃する c、 独竜灣 と怒江 の 2 檸類 の 方言に 区分さ れ 、こ の 二

つ は 彑 い に 通 じ る 。 独 竜族 は 5 千 8 白 人 あ ま り （1990）、全 員が 独竜語 を 使 用 し、少 入数漢

語 《〕併せ て 通 じ る 。 怒 （ヌ ー一　族は 6 千人 が 独竜語を 話 し、 ミ ャ ン マ
ー

で も 2 力 人 が 独竜語

を 話 す、、

　 （8）　 」各巴 　（ロ
ツ

バ ）　語

　珞 巴語 は ま た崩尼
一

博嘆 爾 （berlgni−bogeer） 諮 と も称 さ れ、蔵緬語族景頗語支 に 羈す る。

崩尼 （bengni）・博 1］戛爾 （bogeer ）・達木 （damu ） の 三 種 の 、互 い に 遠 じ る こ と の で き る

方 ffi
．
が あ る 。 珞巴 族 は 2000人あ ま h で （1990年）、そ の 内 600人あ ま り が ナ ベ

ッ ト語 を使
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 196
う よ うに な っ た 。 中国 と イ ン ドが 争議 中 の 地域 で は、他 に 20万 人 が 珞 巴語 を使 用 して い る

　 　 　 　 　 　 　 ＿＿　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（17）
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（1990年）。

　（9 ）　阿昌 （ア シ ェ ）語

　阿昌語 は 蔵緬語 族緬語支 に 属 し
、 隴川 ・梁河 ・潴 幽 の 三 種類の 方言 が あ る

。 阿 昌語 は
、

主

に 雲南南徳宏俸 （タ イ）族 ・景頗族 自治州 に 分布 し、2．7万 人 あ ま り の 阿 昌人 の 内、大 多数

が 阿昌語 を話す （1990年）。約 2800人が 既 に 漢語 を話す よ うに な っ た 。 他 に 7500人が 阿昌

語 と併せ て 漢語 も話 す こ とが で き、約 3000人 が併せ て 載瓦 語 を話 し、2000人 が 併せ て 俸

（タ イ）語 を話す 。

　（10）　　彝　（イ）　言吾

　彝語は蔵緬語族彝語支 に 属 し、北部 ・東部 ・南部 ・西部 ・南東部 と中部 の 6 つ の 方言が あ

り、507万人 が 使用 し て い る 。 彝語 に は表音 の 単音節文字が あ り、字形 は漢字 に 近 い 。 明時

代 の 金石彝文は既 に 発見 さ れ て い る 。 彝語 の 方 言は複雑で 、異な る 地 域 の 彝文 の 書 き方 も統

一
さ れ て い な い 。1975年 四川彝族地 区 に は 彝文 の 統

一
文字が 推 し広が れ て い る 。 彝族 の 中

に す で に 38 万人 が 漢語 を使 う よ うに な り、少数 の 人が モ ン ゴ ル 語 や普米語 を話す 。彝語 を

母語 として い る彝族人 の 中に漢語 も併せ て 通 じ る （第 2言語）。 そ の他 に 、少数の 人は チ ベ

ッ ト語 ・拉祐 （ラ フ ）語 ・白語 ・哈尼 （ハ ニ ）語あ る い は納西 （ナ シ ）語を併せ て 通 じる 。

彝族 の 群体 に 恫 台 （dongtai）語族佗央 （geyang ）語 支の 拉基 （1aji）語 と普標 （bubiao）

語 の 人 が い る 。

　（ll）　哈尼 （ハ ニ ）語

　哈尼語は 蔵緬語族彝語支に 属 し、哈雅 （haya ）・碧卞 （bika）・豪 白 （haobai） の 3 種類

の 方言が あ る。125万 の 哈尼人 の 中に 圧倒的多数 の 人は哈尼語 を話 し （1990）、約 1000人 は

すで に漢語に 転 じ 、 48 万人 は漢語 を第 2 言語 と し、 また 少数の 入は 彝語 や 俸語 も通 じ る 。

そ の 他 に 哈尼語 は また メ ン マ （6 万人使用）・タ イ王 国 （3．5万 人使用）・ベ トナ ム （2 万人使

用） と ラ オ ス （1万人使用） に 分 布す る。

　（12）　イ栗儻 （リ ス ）言吾

　慄便語 は蔵緬語族彝語支 に 属 し、怒江
・永勝 ・禄勧 の 3 種類 の 方 言が あ る。57 万人 の 慄

慓族 の 圧倒的多数は 慄慄語 を使用 し （1990年）、 約 9．7 万 入 が 漢語 を併せ て 通 じ 、 3．5万入 が

白語 を併せ て 通 じ、2万 人が 彝語 を、1万 人が 納西語を併せ て 通 じ、また 少数 の 人が 阿昌語、

載瓦語 、 怒 （ヌ
ー）語 も通 じる （1982年）。20 世 紀初頭、西側 の 伝教師 は大文字 の ア ル フ ァ

ベ
ッ F を 用 い て 、声母 と韻母 を表示す る表音文 字 を創製 し、20 世 紀 20 年代に 雲南省維西慄

慄族 自治県 の 汪忍波が一種 の 音節文字 を創製 し、50 年代 に は 6 個 の ア ル フ ァ
ベ

ッ ト を 用 い

る新 しい 表音文字が創製 さ れ た 。慄慄語 は ま た メ ン マ （12．6 万人使用 ・1987年）・タ イ 王国

（1．3万人使用） に 分 布す る 。

　　　 （13） 拉祐 （ラ フ ）語 と畢蘇 （bisu）語

195　　拉枯語 は蔵緬語族彝語 支 に 属 し、拉枯納 と拉枯熙 の 2 種類 の 方言が あ る 。 拉祐族は雲南省
（18）
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中国 の li　］／i］／
一’
木 友里

・
呉安其

瀾澹江 の 東西 両燦 の ，

1
＆L茅、臨滄地区 に 分布 して お り、41 万 入の 圧倒約 多数 が 本民族 の 晉葉

を話 し （1990年）、少数 の 人 が 漢語 に 転 じ、9万 入 が 合 わ せ て 漢語 も通 じ る （1982年）。そ

の 他、拉祐語は メ ン マ （6．7〜9 万 人使用、1983年）、ラ オ ス （2000〜3000人使嗣、1973年）、

タ イ 上国 （2．3万 人使用） に 分 布す る。

　雲南省 の 動淘、瀾滄 の 約 6000 の 畢蘇 （bisu）人 も拉枯族で 、畢蘇語 を使用 す る 。 崋蘇語

は哈尼語 に 比較的 に 近 い
v

　（14）　納西 （ナ シ ）語

　納 西語 は 蔵緬語族彝 語 支に 属 し、東、幽 の 2種 類 の 方 旨
1
が あ る 。納 西族 は 27．7 万 入 で

（1990年）、95％ の 人 が 納西 語 を使用 し、1万人 はす で に 漢語 に 転 じた （1982年1。納ピ垢吾を

使用 し て い る納西族人 の 中に 13万 人が 漢語を も併せ て 通 じ、1 万人 あ ま りが 傑便語 も通 じ、

1万 人 が チ ベ
ッ ト語 も通 じ、数千 人 が 白語 あ る い は彝語 を も通 じる （1982年）。また、モ ン

ゴ ル 族 の 中に 1 万人あ ま りが 納西語 を話す 。 納西 語 に は もと も と 2 種類 の 文字が あ る 。 そ の

中 に 表意 の 東巴 文字は 絵文字 で 、表音 の 哥巴 文字は 音節文 字 で あ る 。 東巴 文字は 歴史悠久 で 、

： れ を 用 い て 書：か れ た お 経は絵木 に 類似で 、文字 の 変化経緯を研 究す る 重要 な資料 と思わ れ

る v

　（」5）　基諾 （チ ノ
ー
）語

　基諾語は蔵緬語族彝語支 に 属 し、攸楽 と遠補 の 2種類 の 方 海 が あ る 。 そ の 2 つ の
．
万言は 差

異 が 著 し く、互 い 通 じな い c、基諾族は 1．8万 入 が あ り （1990年）、金員が 基諾語 を使用 し 、

約半数 の 人 が 併せ て 漢語 も通 じ、少数 の 人が 併せ て倭語 も通 じ る 。

　（16） 怒蘇 （nusu ）語、阿儂 （a
’
nong ）語 と柔若 （rouruo ）語

　怒 （ヌ
ー
）族雲酌省の 濾水 ・福貢 ・貢 山及 び蘭坪 ・維西 な どに 分 布 し、2．7 万人 あ ま り で

あ る （199G年丿。 濾水及 び福貢 の あ る怒族は 「怒蘇 」 と白称 し、福質 の 木古
’
甲の 怒族は 「阿

儂．」と自称 し、蘭坪 の 怒族は 「柔若 ．1 と臼称す 旗 、こ の 3種 類の 言葉は互 い 通 じな い
。 研究

に よ る と、怒蘇語 と柔若語は彝語支に 属 し、阿儂語 は景頗語 支に 属する 。 怒蘇語 を使用 して

い る の は 8400 入 で 、阿儂語 を使用 し て い る の は 600人 で 、柔若語 を使用 して い る の は 2500

入 （1982 年） で あ る。怒族 の 中に また 6000 人 が 独 竜語 を使用 、40GO 人 が 傑 儻 語 を 使用 、

14〔〕O 人 が すで に 漢語 に 転 じた 。

　 （：17）　十家 （トウ チ ャ ）語

　⊥ 家語 は 蔵緬 語族 に 属 し、南 ・
北 とい う 2 種類 の 互 い 通 じな い 方 言 が あ る 。 −L家族 は

572．5 万 人 （1990年） で 、大 部分 は す で に 漢語 に 転 じ 、 まだ 土 家語 を 話 して い る の は 20 万

人 で 、そ の 中 に 15万人 が 併 せ て 漢語 も通 じ る。

　（18）　 白 （ペ ー）語

　白語 は蔵緬語族 に 属 し、剣川
・
大理 と碧江 の 3 種類 の 方言 が あ る 。 白族は 雲南省の 大理 に

集 ま ．，て 居住す る が 、雲南省の ほ か の と 二 ろ や 、tt州省 ・四 川 省 の 一部地 域及 び 湖北 省 の 桑　194

　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　 （19）
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植 に も分布す る 。自族は 159．8 万人 （1990年） で あ る
。 そ の 中 に 103万人 が 白語 を使用 し、

2000入 あ ま りが 普米語に転 じ、61，5 万人が併せ て 漢語 も通 じ、6 万 人 が傑懍語 を も併せ て 通

じ、1．5 万 人が 納西語 を も併せ て 通 じ る （1982年）。相当な 白族 の 人 が す で に 漢語 を 使 う よ

うに な っ た。唐代か ら白族はす で に 漢字を基礎 と して い る 自文 を使用 し始 め、唐 ・宋 ・
元 ・

明諸代の 白文 の 文献や碑が い まだ に保存 さ れ て い る。

　 （19） 壮 （チ ワ ン ）語

　壮語は 漢チ ベ
ッ ト語系恫台語族壮俸語支 に 属 し、南 ・北 の 2 種類 の 方言 が あ る。北部方 言

は 布依 （ブ イ）語 に 通 じる 。壮族及 び そ の 言 葉は 広西壮 族 自治区 ・雲 甫省 の 部分地 域及 び広

東 ・湖南 ・貴州 と海南島 に 分 布す る 。 壮族は 1555，5 万 人 あ ま りで （1990）、97％ の 壮族 は壮

語 を 母語 と し、そ の 中 に 56％ の 人が 併せ て 漢語 も通 じ、40 万 人 が す で に 漢語 に 転 じた

（1982年）。ほ か に 少数 の 人 は伺語 ・水語 ・毛南 （マ オ ナ ン ）語 ・仏侘語 ・勉語 な どの 言葉

も通 じ る 。 約南宋 の 時か ら壮族は すで に 漢字 を基礎 として 作 っ た 四 角形 の 壮字 を使用 し始め

た 。 1950年代か ら ア ル フ ァ
ベ

ッ トで 表音す る文字 を使用 し始め た。壮 族 中 に少数の 人 は個

台語族イ乞央語 支 の 布央語 を使用 す る 。

　（20） 布依 （ブ イ）語

　布依語は恫台語族壮俸語支に 属 し、言葉内部に は差が それほ ど大 き くな く、壮語 の 北 部方

言 と通 じ る 、 布依族及 び そ の 言語は 貴州の 南部 ・南西 部及 び雲南省 と四川省 の
一部地域 に 分

布す る。布依族 は 254．8万 人 で ある （1990年）。そ の 中に 193万 人 が 布依語 を母語 と し、19

万人 が すで に漢語 を使用す る に 転 じ る 。 布依語を使用 する布依族 の 人 の 中に 115万人が 併せ

て 漢語 も通 じる （1982年）。 そ の 他 に 少数 の 人が 水 （ス イ）語 と苗 （ミ ャ オ）諮 も通 じ る 。

ベ ト ナ ム に L3 万人 が 布依語 を話す 。

　　　 （2D 　@ 俸（ タイ）言

　 　　 俸語は個台語族壮俸語支 に属し、 西双 版納
（

シ ー サ ン パンナ）・ 徳宏・ 紅金・ 金 平の

  　　 類の 方 言 があり、 壮 語の南部 方言を大 体 通 じ る。俸 族 及 び その言 葉 は主に雲 南 省の西

版 　　納 ・徳宏 ・耿馬・ 孟連 な ど の と ころに 分 布 する。 俸族は102 ．5 万 人 で あ る 。 そ の 中に

倒的 　 　 多数 のひ とが俸 語 を 使用 し、漢 語 を 使 用す る ことに 転 じ た 人がた だ 4 万 人である（198

N ） 。 　　 本 民族を 用 いる 俸族の 中に 31 万 人あ ま りが 併せ て漢語も通じ 、 1 万 人が 併 せて

瓦語も通 　　　じ 、 5000 人 が併 せ て拉 枯（ ラフ ）語も通じる（1982
年 ） 。 ベトナ ム に は69 万

が僚 語を 使 　 　用 す る。そ の 中 に 金平方 言で あ る 黒 俸 語を用 い る のが50 万人 で 、 白 俸 語を用

るの が 19 万 　　人である（1990 年 ） 。 黒俸語 はま た
タ

イ王 国及 び他の一 部 地 区 に 、 白俸 語

ラオスな ど地区 　　 　 に分布す る 。 俸 語の徳 宏 方 言 で あ る俸仂語 は メ ンマ に 7．2万人が使用し （ 1

3 年）、 ラ オス 　 　　に は 12万人が使 用す

（】990 年 ）。 　　 　　 ま
た
俸 語 の 西 双 版納方≒．である 泰酪 （ tailu ）語 は 、メンマには20 万 人

1981 年 ） 、タ イ 　　王国には5 万 人 （ 1975 年 ） ・ラオスには1 ．6 万 人 （ 1962 年）・ ベトナムに

3000 人 （1959
　　年）が使用 す る。 193 　 　中国 の 俸族に は もとも と 4 種 類の 文字 がある。 そ の中 に金 平俸
（俸端文

も言う
）
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鯛文 の 使用範囲は広 くな し・が 、西双 版納俸文で あ る俸仂 文 と徳宏俸 文 で あ る俸 1「那文 が 比較的

に 通 用 さ れ る c、こ の 4 種類 の 文 字 と も婆羅米 （Brahmi ）文字か ら変化 し て き た も の で 、 ラ

オ ス ・タ イ ヨ三国 ・
メ ン マ

・カ ン ボ ジ ア の 文字 と同 じ体系 に 属す る 。 そ の 中 に 俸仂文 は少 な く

とも七、八 百 年に わた っ て 使用 さ れ て きて お り、俸 町那文 は レ1世紀か ら使 わ れ て い ろ。1950

年代に 俸仂文 と俸 凵那文 は改進 を経 て 使用 を広 く進め られ た 。

　（22）　　fliil　（ト　ン

』
）　言昌

　｛同語 は漢 チ ベ
ッ ト語系で同台 （dongtai）語族飼水 語 支 に 属 し、南 ・北 の 2 陋類 の 方言 が あ

4 ，，個族及 び そ の 言 彙は湖 南省 ・貴州省 ・広西壮族 臼治 区 の 3 省区 の 境 を 接す る 地域 に 分布

す る c，伺族 は 250．8万 人 が あ る （1990年）。 そ の 中に 78％ の 人 が 個語 を 母語 と し、38 万人

が 併せ て 漢語 も通 じ、3yf人 が 併せ て 直li
』
語 も通 じ、王万 人 が 布依語 あ る い ほ壮諳 も併 せ て 通

じる ，，31 ノ∫人 が す で に 漢語 を使用 す る こ とに転 じ る （1982年）。

　個語 は 壮 諮 の 北 部方 旨 と 49％ の 用語が 似て お り、布央語 と 28％ の 用 語 ・抱能語 と 24％

の 用語 が 類似 す る 。

　（23）　イ幺侘 （ム
ー

ラ オ）語

　仏俺語は 伺台語族水語：乏に 属 し、方言の 差は 大 き くな く、互 い に 通 じ る。仏姥族 の 圧倒的

多数 の 人 は広西 の 羅 城 に 居住 し、残 りは広西 の 宵 山 ・柳城 ・都安 ・’「ソτ城な ど の と こ ろ に 分布

す る 。 仏偖族 は i6 万入 が あ る （1990年）。 仏姥族 の 人 は 通常仏侘語 を使用 し、
’
卜数以．上 が

併せ て漢語 も通 じ、7000人 が 併せ て 壮 語 も通 じ る （1982 年）。 砿俵語の 基 本用語の 「［コ に は偃

請 と 同 じ、語源 の も の が 65、6％ を占め、壮語 と同 じ語源が 53．5％ を占め る、、

　（24）　　水語　
・佯イ黄　〔yanghuang ）　語 ・菓　Cmo ）　言吾と翁帛　（jln）　言吾

　水語 は作1水語 支 に 属す る 。 そ の 内部 に は 方言の 差 が な い が 、t．−t洞 ・陽安 ・潘洞 の 3 種業頁の

土着 語 が あ る 。 水 族 は 34．7 万人 い る （1990年）が 、主 に 貴州 の 三部 に 居住 し、貴州 の ほ か

の と こ ろ や広 西 に も分布す る。圧倒的 な水族 が 水語 を話 し、そ の 中に 10力 入 が 併せ て 漢語

も通 じ、L7 万 人 が す で に 漢語 を使用 する ： とに 転 じる （1982年）、，か ・つ て 、水族 の 占 い 師

が 使用 した 文字は 「水 葺」 あ る い は 1水字」 と呼 ぶ 、、「水 書：
」 の

一．一・
部 の 字 は 古代漢字 と相似

で 、そ の 中に 漢字 を逆 さ ま に 書 くや 反転 して 書 く も の が あ る し、白ら作 っ た 字 も あ る、，

　佯横語
・莫諮 と錦語 は み な に 属 し、毛南 Cマ オ ナ ン ）族 ・布依族 と水族 の 人 の 口梁 で あ ろ 。

佯横諮 を話 す の が 2 万 人 で 、莫語 を話す の が 4400人 で 、錦語 を話 す の が 2000人〜3000 人

程度 で あ る 。

　（25） 毛 南 （マ ォ ナ ン ）語

　毛南語 は個水 語 支 に 属 し、毛 難語 と も呼 び 、主 に 広 西 壮 族 自治区 の 環 江 県 ド南郷 あ た り に

分布す る。毛南族 は 7．2 万人 で あ り （1990年）、そ の 中 に 2．8 万 人が 毛南語 を使用 し、50〔）0

人 が 壮語 を 使 用す る 。 そ の ほ か の 人 が 漢語 を使用す る 。 毛南語 を話す入 の 中に 半数以上 が 併

せ て 漢詒 も通 じ る、，

2

）
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　（26） 黎 （リ
ー
）語

　黎語 は個台語族黎語支に 属 し、 俾 ・杞 ・本地 ・美孚 ・加茂 の 5 種類 の 方 言が あ る。俸 ・

杞 ・本地 ・美 孚 の 4 つ の 方言 は 比較的 に 近 い で 、互 い 通 じる 。 加茂方言は あ の 4 つ の 方言 と

の 差が 大 きい
。 黎族 は 主 に 海南黎族苗族自治州 に 居住 し、

111万人 あ ま り で あ る （1990年）。

そ の 中に 73 万人が 黎語 を使用 し、黎語を使用 す る 人 の 中に 46 万 人 が併 せ て 漢語 も通 じ る

（1982年）o

　 （27） 信姥 （コ ウ ラ オ）語

　佗偖語は恫台語族佗央語支 に 属 し、稿 ・阿欧 ・哈給 ・多羅 の 4 種類の 方言 が あ る 。 そ れ ぞ

れ の 方言の 問 に 差が 比較的に 大 き く、同 じ地 域 の 異な る方言 も互 い 通 じ な い こ とが 多い 。 佗

侘族 の 大部分は貴州省 の 北 西 ・南西 と北部 に分散 して 居住 し、少数 の 人は 広西 と雲南 に 居住

す る 。 佗侘族は 5．4 万 人 で あ り （1990年）、そ の 中 に 佗侘語 を使用 す る の が 6000 人で 、4．7

万人が す で に 漢語 を使 う こ とに な っ た （1982年）。 ま た べ トナ ム に は 6700 人が 訖侘語 を使

用す る （1984年）。

　（28） 苗 （ミ ャ オ）語

　苗語 は漢 チ ベ
ッ ト語系苗瑶語族苗語支 に 属 し、国境以 内 に 湘西

・黔奈 ・
川黔漬 の 3種類の

方言 が あ る 。 そ れ ぞ れ の 方言 は また さ らに 2 種類あ る い は 2 種類以 上 の 次方言か 土 着語に 分

け る こ とが で き る 。こ れ ら の 方言 の 間に 差 が 比較的 に 大 き く て 、互 い に 通 じな い 。苗族 と そ

の 言葉は貴州 ・湖 南 ・雲南 ・広西 ・四 川 ・広東及 び 湖北 に 分布す る 。苗族は 738 万 人 で あ り

（1990年）、そ の 中に 406万 入が 苗語 を使用 、123万人 が 併せ て 漢語 も通 じ、78 万人 が す で

に 漢語 を使 う こ とに な っ た （1982年）。 ほ か に苗語は また ベ トナ ム （41 万人使用）・
ラ オ ス

（20万人使用）・タ イ 王 国 （5．7万 人使用）・
メ ン マ （7000人使用） に それぞ れ分 布す る 。

　20世 紀初頭、イギ リ ス の 伝教師は苗族の 人 と協力 して 、 苗語川黔演方言 の 慎東北次方言

の た め に
一

種 の 表音文字 を設計 し、伝教 に 用い た 。 1950年代以降、上述 の 3 つ の 方言 に ア

ル フ ァ ベ
ッ トを用い る表音文字 を付 け、また渡東北 次方言 の 古い 文字に 対 して 改造 を行 っ た 。

　（29） 畚 （シ ェ

ー
）語

　畚語は （雷語支 と い う説 も） に 属 し、蓮花、羅浮 の 2種類の 方言 が あ り、方言 の 問 に 差 が

大 き くな く、互 い 自由 に 通 じ る 。 畚族は 福建 ・浙江 ・広西 ・広東 ・安徽 に 分布 し、そ の 居住

の 特徴は 広範囲 に 分散的で、小範囲 に 集 中的で あ る。番族 は 63万人 で あ る が （1990年）、

畚語を使用す る の が わず か 1000人程度で 、 他 の 入 はすで に 雷語 の 色 彩を 帯び て い る漢語 の

客家方言 に転 じ る 。

　　　 （30） 勉 （mian ）語 ・布努 （bunu ）語 と拉珈 （lajia）語

　　　 勉語 ・布努語 と拉珈語は瑶族の 人 の 言語 で あ る。

　　　 瑶族は主 に 広西
・
湖 南 ・雲南 ・広東 ・貴 州 ・江 西 に 分 布 し、213．7万 人 で あ る （1990年）。

　　 瑶 族 の 人 は 「勉」 「金門 」 「布努」 「瑙 労 」 「甘迪 門」 「拉珈」 「巴啅 」 「炯奈」 「藻敏」 等 と自称
191
　　 す る。瑶族 の 人 は使用 して い る勉語

・布努語 と拉珈語 が 3 種類 の 異 な る言語 で あ る 。
（22）
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　勉 諮 は 曲瑶語族苗語支 に 属 し、勉 一金 ・標一交 ・藻敏の 3 種類 の 方言 が あ る 。そ の 中 に 勉

　金方書 に は 優勉 ・標曼 と金門 3 種類 の 土 着語 が あ る 。「
．
勉 一： と自称す る 瑶族 の 支系 は 94 万

入 で あ り、そ の 中 に 66万 人 が 勉 語 を話 し、35万人 が 併せ て 漢語 も通 じ る qg82 年 ）。勉語

は ま た ベ トナ ム （30 万 人 あ る い は そ れ 以上 ）・
ダ イ工 国 （3．4 万 人 ）

・rlオ ス 〔6 万 人）・
フ ラ

ン 7．（2000人 ）・
ア メ リ カ （2000年 ）に 分布する 。

　布努語は 曲瑶語族苗語支に属 し、布
一一

瑙 ・
巳吟 ・唔奈 ・炯余

・優諾 の 5種類 の 方言が あ る、、

近年、巴啅 ・婀奈 は独立 の 言語 とい う主張 が あ る。布努人 が 45 万 人 で 、そ の 中 に 布努語 を

使用 す る 人 が 3［万人 あ ま りで
、 壮語 を使用 す る 入 が 12．8 万入で 、漢語 を使用す る人が 6000

人 （1982年 ） で あ る 。

一
部 の 布努人 が 併せ て壮語 ・漢語 あ る い は 個語 も通 じ る 。

　拉珈語は個台語族個水語支 に 属 し、異な る 村 の 拉珈語は 亙 い 通 じ る 。拉珈人 は広幽 の 金秀

に 分布 し、1．1万 人 で あ る。そ の 中 に 8000入 あ ま りが 拉珈語 を使用 す る （1982年）。拉瑯語

は壮語 の 北部方 詣と近 い 。 また 伺語 の 45％ の 用語 と近 い 。 布央語 の 24％ の 用語 と近 L・・。1乞

偖語 の 22％ の 用語 と近い 。

　 （31）　モ ン ゴ ノレ語 と 図個二（tuwa ）語

　 モ ン ゴ ル 謡 は ア ル タ イ 語系 モ ン ゴ ル 語 攴に 属 し、西 部 （衛拉 特）・中部 （内 モ ン ゴ ル ） と

北東部 （巴爾虎布早亜特） の 3種類 の 方言 が あ る 。 中国国境以内 の モ ン ゴ ル 族は 内 モ ン ゴ ル

自治区
・新疆 ウ イ グ ル 「：治区 ・青海 ・封粛 ・黒龍江

・吉林 ・遼寧省な ど集 め て 居住 し、480

万人 が あ る （1990年）。そ の 中 に 273万人 が モ ン ゴ ル 語 を使用 し、64 万人 が 漢語を使用 し、

L8 力人が チ ベ
ッ ト語 を使用 し、ま た 1．4 万人 が 一．一種 の 納内語 に 近 い 言葉 を話 し、600  人 が

．種 の 彝語 に 近 い t・泉 （kazhuo ）青吾を話す （
「
1982年）。モ ン ゴ ル 族 の 中 に 漢語 も併せ て 通

じ る人が 102万 人、ウ イ グ ル
・
語 も併 せ て 通 じ る 入 が 3．7万 人、カ ザ フ 語 も併せ て 通 じ る 入が

3 万 八 （1982年） が あ る 。
モ ン

「ゴ ル 国 に は 188万人 が モ ン ゴ ル 語 を使用 し く1989年）、 Pt シ

ァ に は 1700人 が モ ン ゴ ル 語 を使用す る （1959 年 ）。

　 13世紀、元 の
．
世祖 フ ビ ラ イ は 国師 に 命 じ、主 に チ ベ

ッ ト文字 の 構成 を も と に 、幾 つ か の

サ ン ス ク リ ッ ト文字 と新造文字 を補 っ て 、モ ン ゴ ル 文字を制定 した。 こ れ が パ X バ 文 宇で あ

る。 こ れ は、元王朝滅亡後徐 々 に 廃れ て い ・
。 た 。 そ の 後 の モ ン ゴ ル 語は 、回鶻 （カ イ コ ツ ）

式 モ ン ゴ ル 文 字 と呼ば れ 、そ の 文 字 の 読み ・筆記規則 ・字配 り とも同鶻文 に 根似 して い る 。

現 存す る最 も早 い 時期 の 回鶻式 モ ン ゴ ル 諳 の 資料は、1225年 の 《也松格碑銘》で あ る u

　図侃語 は ア ル ダ イ 語系突厥語族東匈語 支 （あ る い は 東北語 支） に 属す る ． 新疆 ア ル タ イ 地

区 に は 2000名 の モ ン ゴ ル 族 と さ れ る 図侃人 が 、図イ瓦語 を使用す る 、ほ か に 図仮語は また ロ

シ ア に （16．5 万 入使用 、1979年）、モ ン ゴ ル 国に （2，5 万 人使用、1985年）分布す る．，

　（32） 棄郷語

　東郷 語 は モ ン ゴ ル 語族 に 属 し、主 に H粛 臨安 回族 自治州 に 分布す る 。 24 万 入 あ ま りが 使

用 し、そ の 中に 15万 人 が 漢語 を第 2 言語 とす る。

（33）　　：卜二　（ドウ ）　族 訐吾

上族 語 は モ ン ゴ ル 語 族 に 属 し、ヰ三に 青海 の 東 部 地 域 に 分布 す る
。

土 族 は 19 万人 で あ る　190
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（1990年）。 そ の 中に 62．5％ の 人が 十．族語を使用 し、25％ の 人 が漢語 を使用 し、残 りの 人 が

保安 （ボ ウ ナ ン ）語
・
チ ベ

ッ ト語 を使用する （1982年）。大多数 の 土 族人 は合わ せ て 漢語 も

通 じ る。

　（34） 達斡爾 （ダ フ
ール ）語

　達斡爾語は モ ン ゴ ル 語族に属 し、主 に 内モ ン ゴ ル の 呼倫貝爾 、 黒龍江 の 斉斉哈爾 ・竜江及

び新疆 の 塔城 に 分布 し、布特哈 ・斉斉哈爾 ・海拉爾 ・新疆 の 4 種類 の 方言が あ る 。達斡爾族

は 12万 人 で あ り （1990年）、大体達斡爾語を使用 し、少数 の 人が 漢語 を使 う よ うに な っ た 。

本民 族 の 言葉 を使用す る達斡爾人 の 中に 6 万 人 が 併せ て 漢語 も通 じ、2．8万人が 併せ て モ ン

ゴ ル 語 も通 じ、数千人が 鄂温克 （エ ヴ ェ ン キ）語 あ る い は カ ザ フ 語 を も併せ て 通 じる （1982

年）。

　 （35） 保安 （ボ ウ ナ ン ） 語

　保安語は モ ン ゴ ル 語族 に 属 し、大河 家 と同仁 の 2種類 の 方 自
．
が あ る

。 保安族は L2 万人で

あ る （1990年）。 保安語 を使用す る の が 6000人 で 、そ の 中に 5000 人 あ ま りの 入が 併せ て 漢

語 も通 じる （1982年）。±族 の 中に も 3000人 あ ま り の 人が 保安語を使用す る 。

　（36）　東部裕 固 （ユ ーグ）語 と西部裕固語

　東部裕 固語 と西部裕固語 は裕 固族 の 言語で あ る 。 裕固族は 合わせ て 1．2 万 人 で あ る （1990

年）。甘 粛南部の 裕 固族 自治県 の 東 に 層住す る 裕固族は 東部裕固語 を使用 し、西 に 居住す る

裕固族は 西部裕 固語 を使用す る。

　西 部裕固語 は突厥語族に 属 し、ウ イ グ ル 語 に 近 い で 、4500 人あ ま りが 使用 す る 。 裕固人

の 中 の 少 数が 2種類 の 裕固語 と も通 じ、2600人あ まりの 人 が 併せ て 漢語 も通 じ る （1982年）。

　 （37） 満語

　満語は ア ル タ イ語系満一
ツ ン グ ース 語 族満語支に属 し、 差 が 大 き くな い 南 ・北 の 2種類方

言 が あ り、 同 じ語 支の 錫伯 （シ ボ ）語や 赫哲 （ホ ジ ェ ン ）語 と概ね に 話が 通 じる 。 満族 は中

国 国境以 内各地 に 分布 し、遼寧省が一番多 く 984 万人 あま りで あ る （1990年）。 満族 の 人は

基 本的に 漢語 を使 うよ うに な り、満語 が わ か る あ る い は 話せ る人が わ ず か 500 人程度 で あ る
。

達斡爾族 ・
鄂倫春 （オ ロ チ ョ

ン ） 族 ・鄂温克族 の 中に 200 足 らず の 人 が 併せ て満語 も通 じ る

（1982年）。

　金代 の 女真語は満語 の 前 身で あ る。女 真人 は契丹字 と漢字を模倣 して 女真字 を創製 した 。

1119年 に 女真大字 を公 布 し、
1138年 に 女真小字 を公表 した 。 満族 の 人 は 中原 に 進 入す る前

に モ ン ゴ ル 語 の 字 を基礎 に し て 「圏点 を付け な い 満文 」 を創 製 ・公表 し、そ の 後、改進 し て

「圏点 を つ け る満文 」 と呼ぶ 。 満族 の 人は 中原 に 進入 して か ら普遍的 に漢語 ・漢文 の 使 用 に

慣 れ る 。

　　　 （38）　錫伯 （シ ボ）語

189
　　 錫伯語 は 満

一
ッ ン グ ース 語族 満語 支 に 属 し

、 満語 ・赫哲語 と大体通 じ る
。 錫伯族 の 人 は 主 に

（24）
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遼寧 ・吉林 と黒 龍江 に 分 布 し、

一
部 は 新彊 に 居住 す る 。 錫伯 族 は 17万 入 あ ま り で あ る

（1990年）。 そ の 中 に 錫伯語 を使用す る の は 2．7 万 人あ ま り （1982年）で 、新疆 に 居住す る

錫 伯族 で あ る 。東北．三省 の 錫伯 人 は す で に 漢語 ・漢文使 用 に 改 め た
。 錫伯文 は満文 を 基礎 に

して 改進 した 表音文宇で あ る、、

　 （39）　荊；哲 （ポ ジ 、．’ン ）語韮易f白

赫哲語は満
一

ッ ン グ
ー

ス 語族満語支に属 し、奇楞 ・赫真 の 2種類 の 方言が あ り、満語
・
錫 伯

語 と大体通 じる。赫哲族 の 人 は黒龍江 省に 分布 し、4000人 あ ま りで あ る 。 圧 倒的多数 の 赫

哲族 人 は すで に 漢語 に 転 じ、 赫哲語 を使用 す る人 が 200入 で あ る 。
ロ シ ァ に は LO5 万 の 赫

哲族 が あ り、そ の 中 に 7000人が 赫暫語 を使用 す る。 ロ シ ア の 赫哲人 は 「那 乃 （Nanai）」 と

自称 し、彼 らの 言葉は 「那乃 語」 で 、即 ち中圜 の 赫真方言 で あ る 。

　 （40） 鄂温克 〔エ ヴ ェ ン キ ）語

　鄂温克語 は満
一一．

ツ ン グ
ー・一

ス 語 ツ ン グ
ー

ス 族語支 に 属 し、海拉爾 ・陳巴爾虎 ・額爾古納 の 3

種類 の 方言が あ り、鄂倫春 〔t、　 L7 チ ．
，

ン ）語 と概ね通 じる 。鄂淵克族は 室に 内 モ ン ゴ ル と黒

驩江 に 分布 し、2．6万人 が あ る （199．　0年）。 そ の 中に L7万人が 鄂温 克語を使 用 し、2000入

が す で に 漢語 を使 う よ うに な った （1982年）。鄂温克族 の 中に 9800人 が 併せ て 漢語 も通 じ、

9000 人 が モ ン ゴ ル 語 も通 じ 、
80  O 人 が 達 斡爾語 も通 じ、少数 の 入 が 併せ て 鄂倫春語や 満語

も 通 じ る （1982年）。 鄂温 克語は また ツ ン グ ース （EvenkD 語、あ る い は 索倫 （Tungus ）

語 と も呼 び 、 ロ シ ア （L2 万 入使用、］9　79 年） と モ ン ゴ ル （2 OO 入使用、1982年） に も分

布す 翫 ，

　（41）　鄂倫春 〔オ ロ チ ョ
ン ）語

　鄂倫春語は満
一一

ツ ン グ ース 語ツ ン グ ース 族語支 に 属 し、方 爵
』
の 差が な く、鄂温克諾 と概ね

t・：　reじ、内 モ ン ゴ ル と黒龍江 に 分布す る。鄂倫春族は 7000人 が あ り （1990年）、そ の 中に

2100人 が 鄂倫春語 を使用 し、2000 人 は 漢語 を 使 うよ うに な っ た （1982年）。 本民 族 の 言 葉

を使用 す る 鄂倫春族 の 人 は 大 体併せ て 漢語 も通 じ る。少 な くな い 鄂倫春族 の 人 が 併せ て 達 斡

爾語 ・
鄂温 克語 、あ る い は モ ン ゴ ル 語 も通 じ る。

　 （42） ウ イ グ ル 語

　 ウ イ ク ル は ア ル タ イ 語系突厥語族 幽匈語 支 （別 σ）分類で 東南 語 支）に 属 し、中心 ・和田 ・

羅布の 3 種類 の 方言 が あ る 。 ウ イ グ ル 語 は ウ ズ ベ ク 語 ・キ ル ギ ス 語 ・タ タ
ー

ル 語 ・カ ザ フ 語

と概ね に 通 じ る 。 ウ イ グ ル 族 の 大部分は 新疆 の 天 由 よ り晦方 に 集 落 し、少数 は 湖南 に 分布 し、

あ わ せ て 720万人 が あ る （1990年）。99％ 以 ．．L の ウ イ グ ル 人 は ウ イ グ ル 語 を使用 し、併せ て

漢語 も通 じる の が 2．4 万 あ まり、漢語 を使 うよ うに な っ た の が 5000入 あ ま りで あ る （1982

年）。 ウ イ グ ル 語 は また カ ザ フ ス タ ン ・キ ル ギ ス タ ン ・ウ ズ ベ キ ス タ ン （あわ せ て 24、5 万人

使用 、1986年）
・

ア フ ガ ニ ス タ ン （3000 人使用 、1981 年）・モ ン ゴ ル 国 （1000入 使用 、1981

年）・トル コ （5〔｝0 人使用 、1981年） に 分布す る。

　ウ イ グ ル 族 の 祖は 回鶻 と呼び 、突厥 文 （オ ル ホ ン
…

エ ニ セ イ 文） を使用 した 。10世紀末、　188
−一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （25）
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「

イ ス ラ ム 教 の 伝人 に つ れ て 、ウ イ グル 人は次第 に 回鶻文字を捨て て
、

ア ラ ビ ア 文字 に 改 め た 。

　新疆 に 居 住す る 艾努人 （ainu ）は ウ イ グ ル 族 の
一部 で 、約 5000 入が あ り （1988年）、艾

努語 を 使用 す る。艾 努語 の 文法 は ウ イ グル 語 と同 じで 、ウ イ グ ノレ語 と同 じ用語 が 65％ を 占

め て 、ウ イ グ ル 語 の 1 つ 集団方言で あ る 。 使用者が あわ せ て ウ イ グ ル 語 も通 じる 。

　（43）　カ ザ フ 語

　 カ ザ フ 語 は突厥語族西匈語支 に 属 し、同 じ語支 の ウ イ グ ル 語 ・ウ ズ ベ ク語 と通 じ る 。
カ ザ

フ 族は主 に 新疆 に
、 少数 が 甘粛に 分 布し、

111万人 が あ る （1990年）。 圧 倒的多数 の カ ザ フ

人 は カ ザ フ 語 を使用 し、7万 人 あ ま り が 併せ て 漢語 も通 じ、4 万 人 が ウ イ グ ル 語 も通 じ る

（1982年）、中国 国境以内の カ ザ フ 人は 13 世紀か ら ア ラ ビ ア 語文字 を用 い て 自分 の 言葉 を音

写す る 。 カ ザ フ 語 は また カ ザ フ ス タ ン （665．6万 人使用、1979年）・
モ ン ゴ ル 国 （10 万 人使

用）・イ ラ ン （3000人使 用、1982年）・
ア フ ガ ニ ス タ ン （2000人 使用 、1991年）・トル コ

（600人使用 、1982年）に 分布す る。

　（44） ウ ズ ベ ク語

　ウ ズ ベ ク は突厥語族西匈語支 （西 北語支）に 属 し、 主 に新疆 に 分布す る
。 ウ ズ ベ ク 族 は

1．4 万人 が あ り （1990年）、約 42％ の ウ ズ ベ ク 人は ウ ズ ベ ク語 を使用 し、他 の 人は ウ イ グ ル

語 ・カ ザ フ 語 あ る い は キ ル ギ ス 語 を使用す る （1982 年）。ウ ズ ベ ク 語 は また ウ ズ ベ ク ス タ ン

（1500人使用、1986年）・
ア フ ガ ニ ス タ ン （南部方言、140万人使用、1990年）・トル コ （南

部方言、2000人使用、1982年）に分布す る。

　（45） 撒拉 （サ ラ ）語

　撒拉語 は突厥 語 族西 匈語 支 に 属 し、青海 ・H粛 に 分 布す る 。撒 拉族 は 8．7 万 人 が あ り

（1990年）、圧倒的多数の 人 が 撒拉語 を使用 す る 。 大部分 の 人 が あ る程度 に 漢語 を話せ 、約

6000人 が す で に 漢語 を使 う よ うに な った （1982年）。

　（46）　塔圭荅爾 （タ タ ー
ノレ ）語

　塔塔爾語 は突厥語族西匈語支に属 し、ウ イ グル 語 な どの そ の 他 の 西匈語支 言語 と大体通 じ

る 。 塔塔爾族 の 人 は新疆 に 分布 し、5000 人が あ る （1990年）。 そ の 中に 1000人 が 塔 ±荅爾語

を使用 し、 大 多数 の 人 はす で に ウ イグ ル 語 あ る い は カ ザ フ 語 を使 う よ うに な ワ た （1982 年）。

中国に 塔塔爾語 は ダ ッ ダ ン 語 と大体同 じ で あ る 。
19世紀 の とき 、

ダ ッ ダ ン 人 が 中国 に 遷 移

し て き て 、中国 の 塔塔爾入 に な っ た 。
ロ シ ア に は ダ ッ ダ ン 人 が 664．5 万 人 あ り、そ の 中 に

571．5 万人 が ダ ッ ダ ン 語 を使用 し （1990年）、ほ か に 37 万 の バ シ ＝ キ
ール （Bashkrskaja ）

人 が ダ ッ ダ ル 語 を使用 す る 。 ダ ッ ダ ル 語 は また ア メ 1」 カ （2000〜1万 人使用）・
ア フ ガ ニ ス

タ ン （350 人使用）に 分布す る 。

　　　 （47）　キ ル ギ ス 語

　　　キ ル ギ ス （柯爾克孜）語は突厥語族東匈語支 に 属 し、即 ち中国 国境以外 の キ ル ギ ス （吉爾吉

187　斯）語 で あ る 。キ ル ギ ス 族 の 人が 主 に 新疆 に 分布 し、少数 の 人 が 黒龍江 の 富裕県 に 分布 し、
（26）
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あわ せ て 14．3 万 人 あ ま りで あ る q990 年）。 そ の 中 に 大 多数 の 人 が キ ル ギ ス 語を使用 し、大

半の 人 が 併 せ て ウ イ グ ル 諮 も通 じ、8000入 が すで に ウ イ グ ル 語を使 う よ うに な り （1982年）、

少数 の 入 が 漢語 や カ ザ フ 語 を使 う よ うに な ，，た 。 キ ル ギ ス 人 は突厥 文 と ア ラ ビ ァ 文宇 の チ ャ

ガ タ イ 文を使 用 した が 、ig50年代 か ら修訂 した ア ラ ビ ア 文字 を便用 す る。キ ル ギ X （吉爾

吉期 ） 語 はギ に キ ル ギ ス x タ ン （190．6万 人 使用 ） に 分布 し、ほ か に ア フ ガ ； ス タ ン （500

八使嬬） と 1・ル ＝ （1100人使用） に 分布す る。

　 （48）　朝鮮語

　朝鮮語は ア ル タ イ諸語 と文法類型 Eに 類似 し．、漢語 か らの 借 り 用語が 多数あ る 。 済州島方
．
暴 を 除 け ば、そ の 他 の 方 濡の 間 に 差 が 大 き くな く、互 い 通 じる 。 中国国境以 内 の 朝鮮族は主

に 吉林 省に 分布 し、次は黒龍江省 と遼寧省で 、そ し て 内 モ ン ゴ ル とそ の 他 の 各地 に 点在す る 。

朝鮮族 は 192．3 刀人 あ ま りで （199G年）、朝鮮族 の 人 は
一般的 に 朝鮮語 を 母 語 と し、44％ の

人 が 併せ て漢語 も通 じ （ig82年）、少数 の 人 が す で に 漢語 を使 う よ う1こ な っ た 。中国 の 朝鮮

族は 明 の 末期 ・清 の 初頭か ら朝鮮半島か ら遷 して きた。15世紀前、朝鮮 半島は漢 文 を書面

語 として 、漢字 の 高
1
と義 を借 りて朝鮮語 を表 し、「吏読 」 と呼ぶ 。 また 、15 「！l：紀 に 創製 さ れ

た 音素文 字は い まだ に 使わ れ て い る 。

　 （49）　高山族 の
．
、
．
｝
’
語

　 高山族 は主 に 中国 の 創 弯省 に 分布 し、少数の 人が 中国 の 大陸 に 分布す る。名 称が 高山族 で

あ る が 、実際ほ 高山族 と半埔族 を含め る。高山族は も と も と山 に 居住 し、九 つ の 族が あ り、

平埔族 は 平地 に 居 住 し、10の 族 が あ る 。 高由 族 に は 郡 ・鄒 ・阿眉斯 ・泰耶爾 ・賽徳 ・排

湾 ・布農 ・卑南 ・卞那卞
・
那布 ・沙阿 魯沙 ・魯跳

・薩i斯特 ・
耶眉 ・巴貝il海 ・嚆瑪蘭 な ど 20種

類以上 の 藷葉 が あ り、そ の ・！・に 幾 つ か の 言葉はす で に 話 せ る 人 が い な い 。 こ れ らの 話
’
葉は 「吾

島謡 系 イ ン ド ネ シ ァ 語族 に 属す る 。

　阿 眉斯 （Amis ）語 は 使用 す る 人 が また 13万 人 お り G986年）、7 種類 の 方言が あ り、あ

る
一一部 の 方言は相違 が 非 常 に 大 き く て 、

・
近い 用語は 50％ し が な い G

　泰耶爾 （Tayal）誹 は 2種類 の 方 甬
．
が あ り、4．1 力人｛吏用 す る （1978 年）。

　賽徳 （Sediq）語は 2．57iノ＼が 使用 す る （1978年）g

　布艘 （b照 m ） 語 は 7挿類 の 方 蒔
『
が あ り、3．2万 人 が ldiBiす る （1　9．　78 年）．

　排 湾 （Palwan） 語は 5．3 万人が 使用す る （1978年）。

　．卑南 （Pilam ，　Pyuma ）語 は 7200 人使 用す る （1978 年）D

　魯 凱 （Rukai ）語 は 63〔10 人使用 す る 〔K 　77 年 ）。

　薩駈特 （Saisiat．）語は 3200 人使川 す る （1978年），，

　鄒 （Tsou）語 ・一卜那 RJII布 （Kanakanabu ）語 ・沙阿魯阿 （Saaroa ）語 は あわ せ て 5000

人 が 使用す る （1982隼）。

　耶眉 （YamD 語 は 3000 入 が 使 用す る （1990年）．

　巴則 海 （Pazeh）語 はfif人か の 老入 しか 話 せ な い 〔1990年），，

　鳴瑪 蘭 （Kamalan ，1〈avalan ）語 は 1977年 に ま た 160入 が 使用 し て い た が 、1990年窺 在

は 少 数 老人 し か 話せ な い
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　186

　　　　　　　　＿＿＿　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 （27）
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　（52）　徳昂 （ドァ ン ）語

　徳昂語は また崩竜 （Palung ）語 と呼ぴ 、南 ア ジ ァ 語系孟 高棉 （キ メ ル ）語族 に 属 し、布

雷 ・納昂 ・若買の 3種類の 方言が あ る 。 若買方言は 布雷 ・納昂方 言と通 じな い 。 徳昂族 の 人

は 雲南省 の 徳宏 ・保 山 ・臨槍 ・思茅 な どに 分布 し、1．5 万人 あ ま りが あ る （1990年）。そ の

中に 1．1万 入 が徳昂語使用 し、4000 人 が 併せ て 漢語 も通 じ、 少 な くな い 人 が 併 せ て 俸語あ る

い は載瓦 語 ・景 頗語 ・阿 昌語 等の 言 語 も 通 じ る （1892年）。 メ ン マ の 崩竜 （Palung ）語 は

即 ち徳昂語 で 、3種類 の 方言が あ り、48〜58 万人が 使用す る。 タ イ 王 国に は 5000人 が 布雷

語 を使用す る （1989年）。

　（53） 京語

　京語 は南 ア ジ ァ 語系孟 高棉 （キ メ ル ）語族に属 し、 広 西 の 防城に分布す る 。 京族 は即ち越

族で 、16世紀初頭 に ベ トナ ム の 淙山か ら続 々 と遷移 して きて 、1．8 万 人が あ る （1990年）。

そ の 中 に 61％ の 人 が 京語 を使用 し、 そ の 他 の 人 が す で に 漢語 を使 う よ うに な り、京語 を使

用す る 人 は基本的 に 併せ て 漢語 も通 じ る （1982年）。 京語は 即ち ベ ト ナ ム 語 で 、主 に ベ ト ナ

ム に 分布する （5445 万入使用、1986年）。ほ か に ア メ リ カ （60 万 人使用、1990年）、カ ン ボ

ジ ァ （30万 人使用 ）、ラ オ ス （7万人使用）に も分布す る。

　（54）　タ ジ ク 語

　 タ ジ ク語は 印欧語系 イ ラ ン 語族パ ミ
ー

ル 語支に属 し、新疆 の 南西 部に分布する 。 タ ジ ク族

は 33 万入 あ ま りが あ り （1990年）、そ の 中に 89％ の 人 が タ ジ ク 語 を使用 し （1982年）、そ

の 他 の 人 が す で に ウ イ グ ル 語 に 転 じ た。タ ジ ク 語 を使用 す る 人 の 中に は約 1万 人 が 併せ て ウ

イ グ ル 語 も通 じ、少数 の 人 が 併せ て 漢語あ る い は キ ル ギ ス 語 も通 じ る 。 タ ジ ク族 の 人 はか つ

て ペ ル シ ァ 語 の 文字 を使用 し、1930年代か ら ア ラ ビ ァ 語 の 文字 に 改 め た 。中国 の タ ジ ク 語

は また薩里 庫爾 （Sarikoli）語 と称 し、 ロ シ ァ ・ア フ ガ ニ ス タ ン の タ ジ ク （Tajik）語 と通

じな く、タ ジ ク ス タ ーン の タ ジ ク語 とも違 う。

　（55）　 ロ シ ア 語

　 ロ シ ア 語 は印欧語系 ス ラ ブ語族東支 に 属 し、新疆 の 北部 ・
黒龍江

・内 モ ン ゴ ル に 分布す る。

中国 の ロ シ ア 族入 は 1．3万 人 あ ま り で あ り （1990 年）、新疆に は 2900 入 あ ま り の ロ シ ア 族 の

入が ロ シ ァ 語 を使用す る （1982年）。

　　　 （56）　そ の 他 の 言 語

　　　 海南島 ・広東 に 60 万 あ まりの 人が 臨高語 ・村話 ・標話 を使用 し、 こ れ ら の 言葉は漢蔵語

　　 系恫 台語族 に 属す る 。

　　　 香港 に は 2 万 人 が 英語 を使 用 し （1979）、4000 入 が
一
？ カ オ の 克里 奥爾 式 ポ ル ト ガ ル 語

　　　（Macau 　Creole　Portugese，1977年） を使用 し、こ の 言葉は す で に 流行 して い な い
。

　　　 台湾で は 5000人 が 冂本語 を使用 す る （1979年）。

　　　 五 色話、は広西 の 融水 に 分布 し、 漢語 の 影響 を受け、多数 の 漢語用語 を借用す る
一

種 の 壮

185　恫語 で あ り、混合語 とい う説 も あ る 。 約 5000 人 が こ の 言葉 を使用 す る （1990年）。

（28）
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　五屯話、は 青晦 の 同 仁 県 に 分布 し、某本用語 は 漢語 の 用語 を と し、文法は ア ル タ イ 語系 の

謡語 と審接関係が る 霞
．
葉 で 、2000 人 が 使用 す る （1982年）。

　河州話、は 甘 粛の 臨夏あた りに 分布 し、基本用語は漢語 の 用語 を とし、文法 は ア ル タ イ語

系 の 言語 と密接関係が る 言葉で あ る u 自万人以 土 の 人 が 使用 す る とい う可能性 が あ る （1995

年）が 、そ の 他 の 状況 に つ い て さ ら に調査す る 必 要が あ る。

　侠語、南ア ジ ア語系孟高棉 （キ メ ル ）語族に 属 し、広 西 の 隆 林に 分布 し、約 5  0 人 の 侠人

が 使用す る （1996年）。 侠入 は約 2000人 で あ り、佗偖族 に 属す る 。

　園輝 話．南島語 系 イ ン ド ネ シ ァ 語族 に 属 し、海南省 の 三 亜市郊外 に 分布 し、地冗 の 阿族 の

斎 葉で あ る 。 地元 で 画族 は 400  人 で あ る （1988 年）。
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